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みなさまと、衆議院議員・佐々木紀をつなく゜

皿' ’ 1呵｀
地
滅
の
個
性
を

発
展
を
め
ざ
し
て
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ふ
る
さ
と
で
の
生
活
感
を
と
も
に
し、

多
く
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
ー

地
方
の
元
気
を
作
り
出
す

国
政
活
動
は、
そ
こ
か
ら
始
ま
る。

青
年
局
長
に
就
任
後、

初
の
国
政
韓
告
会
を
闘
催。

小
泉
進
次
郎
先
生
を
お
招
き
し
て

元
号
が
新
た
に
な
る
中、
平
成
最
後
の、
そ
し
て
令
和
最
初
と
な
る
自
民

党
青
年
局
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。
歴
史
の
節
目
に
こ
の
党
の

要
職
を
担
う
こ
と
に
責
任
の
重
さ
を
い
ち
だ
ん
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す。
自

民
党
青
年
局
長
は、
か
つ
て
安
倍
総
理
や
麻
生
元
総
理
を
は
じ
め
歴
代
の
局

長
が
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
重
責
で
あ
り、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す。

今
年
の
国
政
報
告
会
は、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
小
泉
進
次
郎

先
生
の
日
程
に
合
わ
せ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た。
衆
議
院
議
員
と
し
て
も

青
年
局
長
と
し
て
も
先
輩
に
あ
た
る
小
泉
先
生
が
極
め
て
こ
多
忙
の
中
を
私

と
いっ
し
ょ
に
回っ
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す。
日
頃
よ
り
行
動
を

共
に
す
る
機
会
が
多
く
なっ
た
小
泉
先
生
と
は
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
新
し

い
政
治
の
姿
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

昨
年、
局
長
と
し
て
の
最
初
の
公
務
が
台
湾
か
ら
の
訪
問
団
と
の
意
見
交
換

と
な
り、
年
末
に
は
私
自
身
が
台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た。
現
在、
台
湾
と
は
正

式
な
国
交
が
な
い
日
本
に
とっ
て、
外
交
の
窓
口
と
なっ
て
い
る
の
は
自
民
党
青

年
局
で
す。
国
際
的
に
も
大
切
な
役
割
を
も
つ
青
年
局
は、
我
が
国
に
とっ
て

極
め
て
重
要
な
組
織
で
す。

よ
り
平
和
で
豊
か
な
時
代
を
築
く
た
め
に
は、
今
こ
そ
日
本
と
世
界
に
お
け
る

中
長
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
議
論
を
深
め
る
必

要か
あ
り
ま
す。
そ

の
よ
う
な
中
で
青
年
局か
時
に
は
党
方
針
と
異
な
る
意
見
も
拾
い
上
げ、
訴
え

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
そ
ん
な
時
に
は
函兄
内
野
党L
と
椰
楡
さ
れ

る
こ
と
も
覚
悟
で
青
年
局
と
し
て
の
信
念
に
徹
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

自
民
党
青
年
局
は
国
民
に一
番
近
い
存
在
で、
地
方
の
声
に
も
真
剣
に

耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
貫
い
て
ま
い
り
ま
す。
ど
う
ぞ
皆
様
のrJ
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

石
川
畢
吾
地
の

生
か
し、

編集後記

この1年は、 国政で総選挙や自民党総裁選挙な

どがあったーカで、 自然界では大雪や猛暑に見舞

われるなど、緊張が綜いた年。佐々木代議士にとっ

ても、 自民党の県連会長や青年局長に就任する

という多忙さを極めた一年でした。 5月、 平成が

終わる一抹の寂しさを残しつつ新時代への夢とと

もに「令和」が始まりました。今年も佐々木代議士

の活動をご報告してまいりますので、 よろしく

ご愛読くださいますようお願い申しJ:.げます。 ef�

12018~2ぽ芯品；した役職 I
《衆議院》

●経済産業委員会委員

•原子力問題調査特別委員会委員

●外務委員会委員

《与 党》

●整備新幹線建設促進プロジェクトチーム

(2019年3月現在）

《自民党》

●青年局長

•PFI調査会幹事

●文化立国調査会幹事

•中央政治大学院副学院長

●雇用問題調査会

賃金•生産性向上PT幹事

●宇宙•海洋開発特別委員会

宇宙総合戦略小委員会幹事

•女性活躍推進本部副本部長

•スポーツ立国調査会・

スポーツビジネス小委員会事務局長
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◆：◆石川県運会長に就任

12年に1度しかない、春の統一地方選挙と
夏の参議院選挙が重なるタイミングで
自民党石川県連会長に就任しました。
若さと行動力を武器に、党勢拡大に向けて
頑張って参りました。
諸先輩方々のご助力のもと、力及ばずな部分
もあリましたが、 一定の成果をあげることが
できたのではないかと感じておりま9o

圃

第―

6-5下1
l 自由民主党石川県支部連合会定例大会
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「
令
和」
、

新
た
な
時
代
を
迎
え
て。

刻
々
と
変
わ
る
世
界
情
勢
の
中、

日
本
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪
万
博
な
ど
が
近
づ
き、

一今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
な
ど、

新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
い
ま
す。

今
年
は
30
年
余
り
続
い
た
平
成
か
ら
「
令
和」
に
変
わ
っ
た
節
目
の
年。

日
本
の
国
際
的
立
場
を
強
固
な
も
の
に
確
立
さ
せ、

ふ
る
さ
と
石
川
の
発
展
が

全
県
下
に
行
き
わ
た
る
た
め
に、

強
い
覚
悟
で
国
政
に
取
り
組
み
ま
す。

♦：♦ 世界から信頼される国をめざして
一

⑲ 

ウズベキスタン、タジキスタン、インド、リトアニア、サウジアラビア
など多数の国々との議連活動を進めている。

♦:•党内で重要ポストを経駿。着実なステッファッフを

常設機関としては党内最高意思決定
機関。党内のほほ全ての政策・方針は
この場で決定されます。

党中央政治大学院副学院長として、 全国
の学生や若手政治家 ・ 起業家の方々との
意見交換を重ねて参りました。

とどまることのない科学の進歩と、社会構造の変化に即して
♦:•未来社会を見据えたビジョン新たに講じなければならない対策は、広い分野で少なくあリません

曰

♦:•台湾訪問＜2018/12/24~25> <2019/04/30~05/02>

―--------- ��

自民党における台湾交流の窓口となっている青年局。
例年以上に訪台の機会を増やし、日台並びに極東アジアの更なる発展に向けて
積極的な意見交換をしました。

♦：◆パラスポーツ体験運動会＜2019/05/24>

東京オリンピック・パラリ
ンピソクを来年に控えた
中で、機運を高める狙い
から、全国の青年局員を
集めてパラスポー ツ体験
運動会を初めて企画しま
した。 一

♦：べ全国を駆け巡る日々

青年局の活動は局長就任直後から多忙を極めています。
全国で 活躍する、国を思い、ふるさとを愛する青年たちは
未来を拓く原動力です。

11/04••東海プロック会議（静岡） F一丑三
11/15 ・ ・ 北海道・東北ブロック会議（盛岡）
11/19··関東ブロック会議（群馬）
11/20 • ·四国ブロック会議（徳島）
11/26 • ·九州ブロック会議（熊本）
11/27 ・ ・ 中国プロック会議（松江）
11/29 ・ ・ 北信越ブロック会議（福井）
11/30 ・ ・ 近畿ブロック会議（近江八幡） 12/20 ・ ・ 中央常任理事会

日
本
の
近
未
来
を
担
う
の
は
青
年
層゚

高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
間
の
世
代
と
し
て、

社
会
の
畢
前
線
に
立
ち、

新
し
い
時
代
を

切
り
開
く
期
待
と
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す。

自
民
党
青
年
局
は、

全
国
の
青
年
と
と
も
に

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち、

夢
を
持
て
る
国
を

築
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す。

日
本
の
未
来
を
担
う

世
代
と
と
も
に。

◆:.,µ翠謡•青年局•女性局合同全国会議く2019/219>

各地方で地域づくりに情熱を燃やす青年や女性たちに会う
のは大切な機会。 地方活性化に向けて何を 成すべき か一

政策のヒントが地方の声にあります。
（小泉進次郎座長、佐々木はじめ事務局長）
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